平成２５年１月１６日
市立高校の体罰事象を受けた取組み
■　今回の事象を受けての取組み
　○通知の発出を行う。内容は次のとおり。
１　　「体罰防止マニュアル（改訂版）」を活用するなど、体罰根絶に向けた教職員研修を実施すること。その際には各教職員が別添の「体罰防止のためのチェック項目」により、自己の取組みを点検する機会を設けること。
その上で、教職員が、現在、各学校に在籍している生徒に対して体罰を行ったかどうかの調査を実施し、必要な対応を行うとともに、学校全体として体罰を許さない指導体制を確立すること。
２　　部活動の指導においても、体罰はいかなる場合においても絶対に許されないという認識を持ち、その根絶に努めることを再度徹底すること。
３　　体罰に関する生徒・保護者向けの校内の相談窓口の担当を明確にし、学校外及び学校協議会を含め、相談窓口が設けられていることを文書により周知すること。
【参考】

これまでの取組み

１「教職員の児童生徒に対する体罰の根絶について」（通知）等

・平成２４年　６月　８日付（府立学校）
・平成２１年　７月１７日付（市町村教育委員会）
　　＊「長期休業期間中における児童生徒の指導について」にて体罰防止を通知
・平成２４年　７月１３日付（府立高校）

　　   ・平成２４年１２月１１日付（市町村教育委員会）

２「体罰防止マニュアル」について

・平成１７年策定、平成１９年１１月　「体罰防止マニュアル（改訂版）」の策定
３「府立学校に対する指示事項」、「市町村教育委員会への指導・助言事項」
・体罰は、いかなる場合にも許されない。

・「体罰防止マニュアル（改訂版）」等を活用した体罰根絶にむけた取組みの実施

